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会場　大宮ふれあい工房

市制 10 周年記念・［もうひとつの京都］

　小牧源太郎は明治 39 年生まれ、上前智祐は大正 9年生まれ、二人の出生は現在の

京丹後市大宮町である。幼少期の生活は対象的であるが、精神的には丹後の地域性と

深くかかわっており共通の風土を共有し、創作活動に影響を与え、作品に現れている。

　小牧の場合は「超現実主義的」な表現で、上前の場合は「具体」から始まった前衛

意識から、いずれも思いと現実の狭間に観る世界でモノを視て表現する作品ではない、

作家の心の奥深くにある心象を表現したものである。それは、古代丹後にあったとさ

れるシャーマニズム（呪術）的な世界と思われるのではないか。その遺伝子が脈々と

受け継がれ、現代の小牧源太郎や上前智祐の作品群の中に過去と現在を超えた「脳内

宇宙」を垣間見ることができる。

　是非、丹後という風土の中で、二人の作品の中に「もうひとつの京都」を体感し、

鑑賞して頂きたい。

（毎週水曜日は休館）


